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(1) 

保
滋
民
刊
の

持
織
に
は
、

日
頃
よ
り
旭

段

高

P

T

A

・
ク
ラ
ブ

後
後
会
活
動

に
多
大
な
る
ご
則
一
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
心
よ
り
お
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
も
残
り
あ
と
少
し
と
い
う
時

期
と
な
り
、

コ
一
年
生
も
進
学
、
就
職
と
も

に
順
調
に
決
定
し
て
き
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
一
、

一
-
年
生
に
つ
い
て
も
授

業
、
股
業
ク
ラ
ブ
活
動
、
部
活
動
で
口
分

た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

学
校
生
活
も
後
期
に
人
り
、
政
業
ク
ラ

ブ
で
も
立
見
発
表
や
実
制
発
表
、
農
業
技

術
検
定
の
各
部
門
で
全
辺
、

A
K
国
大
会
を

H
指
し
て
日
々
頑
帰
っ
て
い
る
時
期
と
な

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
遠
の
成
長
が
符
し
く
、

多
感
な
こ
の
時
期
に
学
校
の
校
業
を
通
し

て
実
社
会
の
同
じ
舞
台
に
挑
戦
し
結
果
を

出
し
て
い
く
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
就
職
や

進
学
に
大
き
く
役
立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
護
荷
の
皆
様
に
は
、
学
校
祭
や
懇
談

会
、
説
明
会
等
の
行
事
に
相
極
的
に
参
加

し
、
子
ど
も
迷
の
学
校
で
の
様
子
を
見
て

い
た
だ
き
、
先
生
β
と
の
交
流
を
深
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
仰
い
任
の
先

生
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
先
生
β
が

子
ど
も
逮
.
人

一
人
を
鋭
・
身
に
な
っ
て
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
将
段
籾
の

前
で
は
凡
せ
な
い
一
面
や
大
人
な
巧
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
側
性
を
氾
握
し
た
く
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
先

生
と
の
a

父
流
を
深
め
る
こ
と
で
こ
れ
か
ら

の
進
路
決
定
に
つ
い
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
る
こ
と
が
山
米
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
学
校
行
事
や
P
T
A
活
動
を

通
じ
て
、
先
生
β
や
保
護
荷
同
卜
・
の
交
流

を
図
っ
て
い
た
だ
き
、
情
報
の
共
有
を
図

り
な
が
ら
共
に
巧
え
、
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

持
綴
に
は
、
今
後
と
も
P
T
A
・
ク
ラ

ブ
後
援
会
活
動
に
ご
埋
解
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
巾
し
上
げ

ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
と

農
業
ク
ラ
ブ

校
長

田
村

弘
樹

保
護
者
の

皆
綴
に
は
、

平
素
か
ら
本

校
教
育
活
動

の
推
進
に
終

段
の
ご
埋
解

と
ご
支
援
を
閃
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
附

く
御
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。
平
成
か
ら
令
和

に
改
元
さ
れ
た
節
口
の
年
も
師
准
を
迎

え
、
学
校
で
は
年
度
の
ま
と
め
と
次
年
度

計
画
に
向
け

a

年
間
の
小
で
最
も
大
切
な

時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
符
尖
に
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
一
段
上
の

充
実
を
目
指
す
教
育
活
動
を
版
附
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
保
浦
山
悼
口
の
山
首
織

に
は
、
こ
れ
か
ら
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
生
徒
、
保
滋
庁
、
地
域
の
戸

を
ド
山
中
に
作
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
次
年

度
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
巧
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

さ
て
高
校
で
は
、
新
学
叩
向
指
導
要
領
の

移
行
期
間
に
入
っ
て
い
ま
す
。
改
訂
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は

「社
会
に
附
か
れ
た
教
育
課

程
」
、
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
、

そ
し
て
「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
、
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
」
と
い
う
二
点
に
集

約
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ

る
資
質

・
能
力
と
は
何
か
を
社
会
と
共
有

し
、
述
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
。
知
識

・

技
能
の
習
得
と
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現

力
等
の
育
成
の
バ
ラ
ン
ス
を
屯
視
し
つ

つ
、
知
識

・
技
能
の
埋
解
と
質
を
さ
ら
に

尚
め
て
い
く
こ
と
等
が
柱
に
な
っ
て
い
ま

す
。
小
・
中
山
ア
校
で
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
に
向
け
た
回
収
業
改
革
リ
も
、
高
校
で

は
研
慣
を
重
ね
つ
つ
実
践
の
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

a

刀
、
新
学
期
白
指
導
要
領
の
趣
円
を
生

か
し
た
実
践
の

一
つ
の
形
に
「
学
校
股
業

ク
ラ
ブ
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
円

本
学
校
州
国
業
ク
ラ
ブ
北
海
道
連
盟
七

O
周

年
、
北
海
道
股
業
ク
ラ
ブ
O
B会
問

O
周

年
の
記
念
の
年
を
迎
え
、
来
年

，
月
に
全

道
実
制
発
点
大
会
を
記
念
大
会
と
し
本
校

当
惑
校
で
開
催
し
ま
す
。
農
業
ク
ラ
ブ
の

活
動
の
成
果
を
も
っ
と
も

っ
と
多
く
の
人

に
見
て
い
た
だ
き
、
そ
の
手
法
や
成
果
、

効
果
を
議
論
し
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
、
少
し
大
銀
裟
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
北
海
道
教
育
の
キ
ー
に
な
る

も
の
と
与
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
ぷ
テ

レ
ビ
向
の
述
続
テ
レ
ビ
小
説
で

F
F
J

Q
三巴『巾

E
『富市
『∞己
『
」白
E
=
)の
歌
を
ヒ

ロ
イ
ン
が
歌
う
シ

l
ン
が
放
映
さ
れ
ま
し

た
。
一

九
五

，
年
に
制
作
さ
れ
た
F
F
J

の
歌
は
、
内
同
業
ク
ラ
ブ
の
各
積
大
会
や
行

事
で
歌
い
続
け
ら
れ
て
い
る
歌
で
す
。
O

G
、
O
B
、
視
聴
討
を
中
心
に
全
国
で
話

題
に
な
り
、
ツ
イ
ツ
タ
ー
で
は
使
肘
頻
度

の
高
い
語
句
と
し
て
ト
レ
ン
ド
に
上
が
る

ほ
ど
に
も
な
り
ま
し
た
。
ト
月
に
山
形
県

で
行
わ
れ
た
股
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
で

は
、
ヒ
ロ
イ
ン
役
の
広
瀬
す
ず
さ
ん
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
川
述
代
表
の
万
よ
り
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
貝
の
怠
気
と
然
、
友

情
や
活
動
の
成
栄
を
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

ト刀
に
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

令
和
一
占
年
も
さ
ら
に
よ
い
年
と
な
る
よ

う
、
毎
日
似
け
を
防
相
み
上
げ
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

お

知

ら

せ

一
卜
.
月
卜
五

U
金
眠
日
午
後
に
予

一
定
し
て
お
り
ま
し
た
、

A
7
年
度
の
P

一

T
A
研
修
会
に
つ
き
ま
し
て
、
荒
天

一
の
予
報
に
よ
る
後
八
子
期
中
間
身
代
の

一
日
程
変
更
に
伴
い
、
小
止
と
さ
せ
て

一
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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(2) 

信
甜
一死
年
度
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・
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ク
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7
7
復
事事

《
会

長
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凶
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長

》
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長
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道
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3

記
》
工
藤
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3

記
》
杉
内

《
会

計

》
望
月

《
会

計

》
谷

《
監

査

》
大
滞

《
監

査

》
阿
山

《
監

査

》
鈴
木

《
保
健
山
K
A
I
f
毎
日
H
H
》
相
湾

《
風
紀
委
員
長
》
大
総

時
空

(
2
A
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戯
作
竣

(
2
A
)

琴
未

(
2
L
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づ
奈

(
2
M
)
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(
2
L
)

康
孝

(
2
F
)

透
生

(
l
F
)

淳
志

(
2
F
)

悠
希

(
l
A
)

時
大

(
l
F
)

遥
花

(
1
A
)

紗
矢

(
1
し
)

会
A

A
耳

農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部
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長
》
占

徹

山

秀

(
2
L
)

長
》
ト
ホ
下
川
光
明
也
H
(
2
A
)

長
》
佐

必

綾

菜

(
2
M
)

記
》
舘
野
あ
さ
ひ

(
2
A
)

記
》
阿

部

栄

奈

(
2
M
)

計
》
柿

木

呪

菜

(
i
L
)

計
》
川

原

ゅ

う

(
1
L
)

査
》
能

登

彩

奈

(
I
A
)

査
》
木

本

愛

秦

(
1
M
)

査
》
狗

飼

海

斗

(
I
F
)

11 
11 

11 
11 
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l
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江
川
目歴

史
を
感
じ

多
く
を
学
ん
だ

見
学
旅
行

三

浦

大

地

2 
A 

私
た
ち
は

十
月
一A

卜
七

日
か
ら
卜
川

一二
十

一
日
の

五
日
間
、

見

争
旅
行
に
行

き
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
歴
史

的
建
造
物
が
数
多
く

あ
り
、
そ
れ
ら
は
写

真
な
ど
で
見
る
よ
り

も
怨
像
以
上
に
大
き

く

・
紛
麗
で

・
感
動

的
な
も
の
で
し
た
。

.
日
口
は
移
動
が

多
く
、
そ
れ
だ
け
で
と
て
も
疲
れ
る
も
の

で
し
た
。
で
す
が
、
飛
行
機
に
初
め
て
采

れ
た
こ
と
や
、
空
か
ら
の
景
色
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
で
す
。
k
n

本
新
喜
劇
の
没
ド
イ
は
、
あ
ま
り
直
後
見
る

こ
と
が
な
い
の
で
新
鮮
で
面
白
い
も
の
で

し
た
。

・一
日
日
は
快
界
遺
産
で
あ
る
薬
師
寺
へ

見
学
に
行
き
、
お
坊
さ
ん
か
ら
薬
師
寺
の

歴
史
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
叫
H

段
の

生
活
な
ど
で
は
知
れ
な
い
よ
う
な
よ
り
深

い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
薬

師
寺
を
後
に
し
た
私
た
ち
は
東
大
寺
の
見

学
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
奈
良
の
大

仏
で
有
名
な
雌
合
加
仏
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ら
は
怨
像
よ
り
も
大
き
く
迫
力
が
あ

り
、
感
動
的
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
は

金
問
寺
へ
向
か
い
ま
し
た
。
金
閣
寺
を
見

る
際
天
候
に
い
忠
ま
れ
、
よ
り
絹
腿
な
淡
を

持
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ぷ
都

・
大
阪
の
班
別
自
主
研
修
で
は
ぷ

都
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
を
、
点
以
で
は

点
ぶ
な
ら
で
は
の
も
の
を
凡
る
こ
と
を

一

審
と
し
、
市
内
を
散
策
し
ま
し
た
。
京

都

・
大
阪
の
白
主
研
修
で
は
、
大
阪
天
満

宮
ゃ
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

・
消
水
寺
町
々
の
多

く
の
場
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
消
水
寺
は
平

安
京
選
都
以
前
か
ら
の
歴
史
が
あ
り
、
日
以

都
で
も
数
少
な
い
存
院
の

一
つ
で
す
。
消

水
の
舞
台
は
地
仁
か
ら
約

一
.一メ
ー
ト
ル

あ
り
、
そ
こ
か
ら
見
る
こ
と
の
で
き
る
点

都
の
街
は
と
て
も
壮
観
な
も
の
で
し
た
。

↑
奈
の
自
主
研
修
で

F

‘....
 

は
、
点
以
タ
ワ

l
に
行

K凶
-
E彊

き
ま
し
た
。
点
点
タ
ワ

積

極

.

.

 

ー
は

一つ
の
高
さ
に
分

Ev--・貯
弘
・
圃

か
れ
て
お
り
、
私
た
ち

宮
司

a

・・・・

は
地
と

一
五

O
メ
l
卜

ar膨
も
凶
聞
い
臥

ル
の
メ
イ
ン
デ
ッ
キ
に

F
眼
前

L
M醐
週
園

行
き
、
景
色
を
見
て
き
闘
」

白

E

・

ま
し
た
。

同
「

r
w

1
1U

私
は
こ
の
五
日
間
で
集
同
行
動
に
お
い

て
，
分

一
秒
の
時
間
の
大
切
さ
や
周
り
へ

視
野
を
広
げ
る
必
裂
性
な
ど
多
く
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
楽

し
か
っ
た
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
問
問
の
方
々
や
友
人
な
ど

に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
も
、
卜
分
に
満

足
の
い
く
五
日
間
の
見
学
旅
行
で
し
た
。

農
業
ク
ラ
ブ
包
大
会
の
記
録

。
全
道
技
術
競
技
大
会

(八
月

一
日

段
業
鑑
定
競
妓

コ
ー
ス

一
段
業

岩
見
沢
市
)

北
連
日
取
優
秀
賞

コ
1
ス

一
食
品

令
ぃ
道
最
優
秀
賞

優
秀
賞

升i
i板i

制限上

(
3
A
)

占
田
ゆ
り
か

(
3
M
)

樋

円

萌

々

(
3
M
)



(3) 

優
秀
賞

優
秀
賞

コ
l
ス

・
森
林

北
述
以
優
秀
賞

優
秀
賞

コ
l
ス
一
乍
前

全
道
品
優
秀
賞

優
秀
賞

平
板
測
拡
競
技

全
道
日
以
優
秀
賞

実
穂

(
3
M
)

響

(
2
M
)

償 厳
)1ニ )1:

"1滝
川古

将
耐

(
3
F
)

諒
(
2
F
)

石
尼
さ
く
ら

(
3
L
)

川

原

ゅ

う

(
l
L
)

侵
斗

・

大
矧

・

本

吾

作

(
2
F
)

高
嶋

鈴
木

4
坪

段
業
情
報
処
開
競
技

全
道
沿
優
秀

賞

宮

野

行
円
以

(
3
M
)

優
秀
賞
千
栄
あ
か
り

(
2
L
)

家
畜
審
査
競
技

全
道
円
以
優
秀
賞
小
ト小

屋
菜

(
3
A
)

優
秀
賞
梅
本
此
之
介

(
3
A
)

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
競
技

優

秀

賞

深

瀬

仰

杏

(
3
L
)

。
全
道
意
見
発
表
大
会

(八
月
二
十
二
日

1
二
十
三
日
壮
瞥
町
)

[分
野
E
額
(
開
発

・
保
全

・
制
造
)
}

最
優
秀
賞

食
品
科
学
科
=
一
年
償
井
愛
良

『
ホ
エ

l
に
光
り
を
!』

[分
野
皿
煩

(
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
)
]

最
優
秀
賞

食
品
科
学
科

i
年

藤

井

実

舷

『地
域
政
業
を
繋
ぐ
匁
け
橋
に
』

。
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

(十
月
二
四
日

1
二
五
日

山
形
県
・
宮
械
県
・
福
島
県
)

農
業
鑑
定
競
校

コ
ー
ス
一
食
品

優
秀
賞
占
川
ゆ
り
か

(
3
M
)

優

秀

賞

悩

け

胡

々

(
3
M
)

コ
ー
ス
一
森
林

優

秀

賞

市

川

コ
i
ス
一
生
活

優
秀
賞
行
尼
さ
く
ら

(
3
L
)

優

秀

賞

川

原

ゅ

う

(
1
L
)

意
見
発
点
火
会

〔分
野
班
類
(
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
)
】

優
秀
賞

食
品
科
学
科
一
-
一年

必

介

実

穂

『
地
域
内
同
業
を
腕
前
ぐ
架
け
橋
に
』

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
友
会

{分
野
E
類
(
開
発

・
保
全

・
創
造
)
]

優
秀
賞

食
品
科
学
科
米
粉
班

『米
タ
ウ
ン
旭
川
か
ら
届
け
た
い
!

ー
米
粉
の
魅
力
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1
』

諒

(
2
F
)

農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
に
出
場
し
て

食
品
科
乍
科
三
年

藤

井

実

穂

十
月
二
卜

a

一日
か
ら
一-

ト
四
円
に
か

け
て
山
形
県

.
ん
回
日
械
県

-

M

川
島
県
で
行

わ
れ
た
第
七
十
四
日
本
学
校
内
同
業
ク
ラ
ブ

全
同
大
会
令
和
一
月
年
度
府
米
北
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

私
は
意
見
発
表
大
会
に
・-損年
間
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
一

・
一.
年
生
の
頃
は
結

決
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が、

7
4
E
Hと
な
っ
た
今
年
は
今
ま
で
の

経
験
を
全
か
し
、
全
国
大
会
行
き
を
決
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
向
け
て
の
純
符
で
は
発
点

が
白
分
の
思
う
よ
う
に
で
き
ず
、
行
き
功
一
川

ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
全

国
大
会
に
行
く
仲
間
の
碩
張
っ
て
い
る
迩

が
H

私
も
も
っ
と
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な

い
H

と
密
起
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
中
l
uで
は
出
場
託
金
円
以
と
て

も
レ
ベ
ル
が
古
川
く
、
勉
強
に
な
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
発
点
ま
で
ず
っ
と
緊

張
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
白
分
の
番
が

来
て
、
発
友
す
る
と
、
発
友
し
て
い
る
間

に
楽
し
く
な
り
、
今
ま
で
の
自
分
を
組
え

る
よ
い
発
点
が
で
き
ま
し
た
。

紋
終
日
の
大
会
式
典
で
は
南
米
北
大
会

=一
県
の
復
興
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
協
力
す
る
こ
と

の
ぷ
附
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
は
本
校
か
ら
一
.
卜

-
名
で

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
思
い
川

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
の
結

果
と
し
て
は
優
秀
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
白
分
が
頑
張
っ
て
き
た
努
力
が
報

わ
れ
た
気
が
し
て
娯
し
か
っ
た
で
す
。

今
ま
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

β
、
励
ま
し
て
く
れ
た
友
人
や
家
族
、
大

会
に
向
け
て
.
怖
に
頑
張
っ
て
く
れ
た
仲

間
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

次
作
度
の
全
同
大
会
は
静
岡
県
で
行
わ

れ
ま
す
。

三
大
が
業
に
取
り
組
む
こ
と
は
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
取
り
組
ん
だ
人
に
し

か
わ
か
ら
な
い
存
び
や
達
成
感
が
あ
り
、

良
い
経
験
と
な
り
ま
す
。
一

-
-a
年
生
の

皆
さ
ん
も
印
刷
倒
的
に

a
-
a

大
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

台
湾
視
察
研
修
報
告

a

年
森
林
科
学
科
相
一
任

大
村

竜

四
ク
ラ
ス
が
見
学
す
る
の
に
卜
分
な
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
が
あ
る
か
、
制
紫
経
路
は
ど
の

順
が
適
切
か
な
ど
、
現
地
ガ
イ
ド
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
只
体
的
な

行
程
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。台

湾
に
は
多
数
の
高
校
が
見
学
旅
行
で

訪
れ
て
お
り
、
至
る
所
に
そ
の
安
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
数
名
の
高
校
侠
に
旅
行
の
感

想
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
日
々
に

「楽
し
い

で
す
」
と
い
う
万
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

本
校
で
も
生
徒
に
と
っ
て
良
い
思
い
山
と

な
り
、
同
際
的
な
見
聞
が
広
げ
ら
れ
る
け
凡

争
旅
行
に
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

学校訪問打合せ

...・'.
市司

十
一
月
四
日
か
ら
の
五
日
間
、
来
年
度

の
見
学
旅
行
を
見
加
え
た
台
湾
視
察
研
修

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
大
ま
か
な
行
程
は

以
ド
の
通
り
で
す
。

一
回
目
出
国

二
日
目
学
校
訪
問
・
打
合
せ

三
日
目
北
海
道
産
品
物
産
カ
フ
ェ
規

察
、
九
伶
視
察

四
日
目
台
北
市
内
観
光
地
(
故
{
畠
情
物

館
、
行
天
宮
等
)
視
察

五

日

目

帰

国

本
視
察
の
大
き
な
け
的
の
-
つ
が
町
下
校

交
流
を
実
施
す
る
-
一校
と
の
打
合
せ
で

し
た
。
訪
問
し
た
て
校
と
も
、
来
年
度
の

見
学
旅
行
に
向
け
て
峨
々
な
準
備
を
進

め
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
本
校

の
学
科
の
学
習

内
符
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
体
験

学
刊
が
適
切
か

な
ど
籾
身
に
今

え

て

く

だ

さ

り
、
充
実
し
た

打
合
せ
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
故
符

博
物
館
や
行
天

符
な
ど
と
い

っ

た
台
湾
の
名
所

の
視
察
で
は
、

芳!l忠

本校・台湾両校長宮天行

台湾の高校生中世記念堂



(4) 

業
人
材
育
成
地
域
連
携
協
議
会
事

農
業
科
学
科
一
年
農
業

的

一
股
の
凶
川
に
つ
い
て
視
野
を
広

げ
る
た
め
の
似
・
然
研
修

時

一
令
和
一.
ん
年
じ
川
十

一
日
(
ト
ホ
)

8
一一凶

i
回
一
日

視
察
先

一側
ベ
イ
リ
ッ
チ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

(
美
瑛
町
)

蜘
フ
ァ
ー
ム
ズ
下
代
田
(
美
瑛
町
)

側
サ
カ
タ
の
タ
ネ
研
究
段
場

(
点
神
楽
町
)

目日

側
ベ
イ
リ
ッ
チ

フ
ァ
ー
ム
訪
問

出
業
科
学
科
一
年

原

因

羽

那

今
回
の
州
民

業
視
察
学
科

で
ベ
イ
リ
ッ

チ
ラ
ン
ド
フ

ァ
ー
ム
に
何

い
ま
し
た
。

ぺ
イ
リ
ッ
チ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
で
は
約

凶
行
頭
の
牛
を
飼
っ
て
い
て
、
そ
の
巾
の

百
八
卜
一
政
が
乳
牛
で
す
。
こ
こ
で
は
、
牛

が
欣
し
飼
い
で
、
好
き
な
時
間
に
え
さ
を

食
べ
て
搾
乳
す
る
と
い

っ
た
、
牛
が
の
び

の
び
と
で
き
る
制
育
ト
刀
法
で
し
た
。
そ
こ

で
私
が
篤
い
た
の
は
、
午

一一
政
が

a
H
に

食
べ
る
え
さ
の
虫
と
掛
地
物
の
白
で
す
。

こ
こ
で
は
、

a
H平
均
五
卜
キ
ロ
食
べ
、

六
十
キ
ロ
近
く
の
排
椴
を
す
る
そ
う
で

す
。
搾
乳
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
行
っ
て
い
て
、

凶
作
乳
台
が
休
前
日
外
川
に
な
っ
て
い
て
、
ロ
ボ

ッ
ト
内
に
そ
の
午
の
情
報
が
す
べ
て
入
っ

て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ツ
シ
ン
グ
を
し
た
後
、

レ
ー
ザ
ー
で
乳
頭
を
探
し
、
毎
同
川
じ
よ

う
に
搾
乳
を
し
て
く
れ
る
の
で
牛
は
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
な
く
搾
乳
が
で
き
ま

す
。
牛
が
順
番
を
待
ち
、
並
ぶ
資
は
と
て

も
吋
愛
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
は
子
牛
が
個
々
で
飼

わ
れ
て
い
る
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。

一
ヶ

月
未
満
の
子
午
た
ち
は
す
ご
く
ふ
わ
ふ

わ
で
ス
タ

イ
ル
が
よ

く
可
愛
い

ら
し
い
と

感
じ
ま
し

た
。
子
牛

だ
け
は
な

く
、
育
児

放
楽
さ
れ

た
羊
も
い

て
「
牛
と

同
じ
管
理

が
さ
れ
て

い

ま

し

た
。こ

の
視

祭
学
習
で
、

内
同
業
両
校
と
は
旧
民
な
る
飼
育
方
法
に
つ

い
て
ゆ
r
ぶ
こ
と
が
で
き
て
す
ご
く
よ
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し

て
今
後
の
綬
業
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま

し
た
。側

フ
ァ
ー
ム
ズ

千
代
田
訪
問

出
業
科
学
科

一
年

加

藤

頼

E

今
回
、
川
崎

市
宇
視
察
学
習

で
=一
つ
の
会

社
に
伺
い
、

学
校
で
は
学

ぶ
こ
と
の
で

き
な
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、

フ
ァ
ー
ム
ズ
千
代
川
で
の
学
習
で
す
。

こ
こ
で
は
、
広
大
な
敷
地
で
び
え
い
牛

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
牛
が
育
て
ら
れ
て
い
た

り
、
そ
こ
で
制
後
さ
れ
て
い
る
乳
牛
か
ら

凶
作
ら
れ
た
生
乳
を
使
っ
た
加
工
品
な
ど
が

あ
っ
た
り
、

一
つ
の
場
所
で
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
し
て
い
た
こ
と
に
篤
き
を
感
じ
ま

し
た
。和

小
の
施
設
に
何
う
と
、
代
表
取
締
役

社
長
の
ア
プ
ガ
ン
ド
ロ

l
ジ
ン

・
ア
パ
ラ

ゼ
テ
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
印
象
的
だ
っ
た
話
は
、
山
生
か

ら
す
べ
て
の
管
瑚
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ

が
肉
の
柔
ら
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に

牛
舎
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
、
そ
こ
に
は

私
が
日
に
し
た
こ
と
が
な
い
大
き
な
牛
が

唯一I符列|
卜‘!_----~屠 ~
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い

ま

し

た
。
よ
く

見
る
と
旭

践
で
官
則

さ
れ
て
い

る
牛
と
は

違
い
、
除

品
川
さ
れ
て

お
ら
ず
、

品
川
が
生
え

て
い
ま
し

た
。
そ
の

迫
力
に
私
は
か
っ
こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
に
行
く
と
、

う
さ
ぎ
や
ポ
ニ
|
、
ダ
チ
ョ
ウ
な
ど
た
く

さ
ん
の
動
物
と
出
会
い
、
戯
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

私
は
こ
の
悦
察
学
期
門
で
州
民
業
に
つ
い
て

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
終
験
を
踏
ま
え
つ
つ
、

二
年

後
に
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
就
職
す
る
か

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

側
サ
カ
タ
の
タ
ネ

研
究
農
場
訪
問

州
民
業
科
学
科

J

年

梅

原

空

大

今
問
、
農

業
視
察
学
羽
円

h

で
い
く
つ
か

d
aa

の
会
社
に
何

・
・

い
ま
し
た
。

・
・

そ
の
小
で

一

番
興
味
深
か

っ
た
の
が
サ
カ
タ
の
タ
ネ
で

し
た
。
そ
の
会
社
で
は
、
消
政
庁
に
は
よ

り
災
味
し
く
、
生
産
荷
に
は
よ
り
作
り
や

す
い
も
の
を
促
供
す
る
た
め
に
品
穐
改
良

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
機
々
な
川
、

地
域
で
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
従
業
日
は
外
同
人
も
少
な
く
な
く
、

様
々
な
同
に
サ
カ
タ
の
タ
ネ
が
あ
り
ま
す

が
、
花
は
各
同
の
求
め
る
も
の
が
ほ
ぼ
共

通
ら
し
く
ロ
本
と
デ
ン
マ
ー
ク
に
だ
け
あ

り
品
極
改
良
を
進
め
て
い
ま
す
。

話
を
制
う
中
、
様
々
な
知
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
難
し
く
理
解
で
き
な

か
っ
た
部
分
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
話
の
小
で
-
番
興
味
を
持
っ
た

の
は
、
品
種
改
良
の
工
程
に
つ
い
て
で
す
。

個
人
的
に
品
種
改
良
と
い
う
立
葉
を
よ
く

使
い
ま
す
。
品
目
制
改
良
に
は
長
く
て
も
五

年
以
上
、
短
く
で
き
る
来
決
断
削
で
も

a

年

に
こ
回
の
ペ
ー
ス
の
た
め
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
そ
の
期
間
の
中
で
大
量
に
試
食
す

る
係
が
い
て
、

H
川
純
改
良
完
成
後
そ
の
食

材
を
凡
た
く
な
く
な
る
ほ
ど
大
変
だ
そ
う

で
す
。サ

カ
タ
の
タ
ネ
に
伺
っ
て
、
作
段
回
目
業

で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
と
て
も
民

屯
な
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
内

分
の
知
掛
川
不
足
で
理
解
で
き
な
か

っ
た

部
分
も
あ

る
の
で
今

後
の
綬
業

で
知
識
を

深
め
、
も

っ
と
詳
し

く
争
ん
で

い
き
た
い

と
思
い
ま

す。


